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京
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業
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授
・
社
会
学
)

1月28日

憲
法
改
正
が
政
治
日
程
に
す
る
)
、
年
金
・
財
政
・
安

・

の
ぼ
っ
て
き
た
。
小
泉
首
相
全
保
障
の
大
枠
に
つ
い
て
だ
…
号

7
号
号

が
菅
代
表
に
、
一
緒
に
改
正
け
合
意
し
、
短
期
の
大
連
立

…

日
間
日
間

を
や
ろ
う
と
声
を
か
旬
た
。
を
組
ん
で
改
革
を
な
し
と
げ
一
秋
魚
代

ω
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現
・
汎
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り

あ
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公

明

党

…

肋

A
公
明
党
が
乙
の
ま
大
と
太
い
パ
イ
プ
を
持
つ
乙
…

出

ま
政
権
与
党
に
存
在
し
ト
仁
と
で
権
力
基
盤
を
固
め
て
…
合

続
け
れ
ば
、
あ
ち
ゆ
る
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K
行
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を
つ
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…
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改
革
は
公
明
党
の
反
対

dtF
に
描
き
出
す
。
小
選
挙
区
…
配
所

に
よ
っ
て
足
し
て
二
で
丑
~
制
に
な
っ
て
A
与
野
党
の
…
湖
を

劃
り
:
・
水
で
薄
め
ら
れ
引
制
議
員
た
ち
が
:
・
票
欲
し
さ
…
倒
錯

た
わ
け
の
わ
か
ち
な
い

t
I
に
学
会
詣
で
を
繰
り
返
す
…
活
恥
僻

も
の
に
な
る
V
と

す

る

と
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う

に

な

っ

た

V
の

が

、

九

習

中
西
論
文
は
、
自
民
党
山
冗
そ
の
背
景
で
あ
る
。
そ
の
…
仲
ト

と
民
主
党
の
大
連
立
を
月
野
中
氏
が
引
退
し
て
、
小
…
よ
静

提
案
す
る
o
A政
権
支
同
泉
首
相
は
「
大
連
立
カ
1
…

4

v人叶吋

…

立
卜

代
寄
可
能
壁
な
空
天
量
政
党
詩
制
う2F
ド
ど
」
を
季
手
に
与
す
る
ゑ
か
た
芸
ち
…
き

に

移

行

す

る

直

前

に

、

に

な

っ

た

。

…

U
め

い
ず
れ
の
国
で
も
大
連
立
政
少
数
政
党
の
公
明
党
に
両
…
主
同

民
務

権
が
誕
生
し
て
い
る

V
か
ち
大
政
党
が
ふ
り
因
さ
れ
る
現
…
と
広

だ
。
そ
れ
に
は
、
完
全
小
選
状
が
、
日
本
の
民
主
政
治
の
…
民
中

自
野

挙
区
制
、
憲
法
改
正
(
九
六

.た
め
に
よ
い
乙
と
な
の
か
口
…
@
@

条
の
憲
法
改
正
条
項
を
改
正
大
連
立
は
一
考
に
値
す
る
。
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@公明党が自民党を見限る日(早坂茂三)

2 
(水曜日)

橋
爪
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郎
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東
京
工
業
大
教
授
・
社
会
μ4 
寸ー
、句./

う す な となでたた乙 た狭当も思ばで 蹴けクた乙ピアだ
でるテいの描ちこうだがいた 世 っ か も 読 飛 の い む ア ス 。 芥
も。 l つ だけがとしを、とち のたりよんば同背。ス」金川
ぃ他マたーミる確がた考そいな 中 。書いでし級中綿やは原賞
川者も生 身唯かちこえのういの政いよみた生」矢入、さの
与か、理 体 ー な は ま 直 通 評 。動治てうてくのはされ主ん二

ちそ的改の手、ごすりが世 きもあな、な背、ん墨人の作
豆見れ・ 造世応著まとだあ界も経るとどる中オのに公「晶
7d:れを感」界え者し、。つが見済ととう 。をタ「のの蛇が
ζ ば象覚 蹴 め 私 に 話

とど徴的 「狭い」世界が時代を聞く りりがピ題

代もるし で 況 が な が
をよ。て たりどク るタちの年か著とかとは 真 を 孤 問 、
開い小大。をうリかのンれ中長つ者ひ 5も、乙剣申寸題本
い。説状い詣でスつでスたで 世 た た と 最 り フ う な 美 己 。 人
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くな層格 暑 小 い 』 必 い 選 と し対で、り若びタ作と成るやつ
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時でいとっか弐〈ミ いスめ況でわ。:だき問。死状も実

く私のお勧め>
Oインタビ‘ユ一 生きづらさを形に(金原ひとみ)
@特別対談 イノセンスの先へ(綿矢りさ、藤沢周)
@第130回芥川賞発表蛇にピアス 蹴りたい背中(金原ひとみ、

=すばる3月号
=文学界3月号

綿矢りさほか)
=文芸春秋3月号
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橋
爪

(木曜日)

3
月
日
日
マ
ド
リ
l
ド
で
、
通
勤
電

車
に
仕
掛
け
ち
れ
た
爆
弾
が
つ
ぎ
つ
ぎ

に
爆
発
、

2
0
0人
が
死
亡
し
た
。
ァ

ル
カ
イ
ダ
の
犯
行
と
疑
わ
れ
て
い
る
。

直
後
の
総
選
挙
で
は
与
党
が
ま
さ
か
の

大
敗
を
喫
し
、
親
米
ア
ス
ナ
l
ル
政
権

は
退
陣
へ
。
テ
ロ
は
ま
ん
ま
と
目
的
を

達
し
た
か
た
ち
に
な
っ
た
。

台
湾
の
総
統
選
挙
も
終
盤
で
波
乱
と

な
っ
た
。
優
勢
が
伝
え
ち
れ
た
連
戦
候

補
を
追
う
現
職
の
陳
水
属
氏
が
、
投
票

前
日
の
3
月
四
日
に
銃
撃
さ
れ
負
傷
。

同
情
票
を
集
め
僅
差
で
再
選
を
果
た
し

た
が
、
連
戦
陣
営
は
選
挙
の
無
効
を
主

張
、
事
件
の
真
相
も
謎
の
ま
ま
だ
。

韓
国
で
は
3
月
ロ
目
、
虚
武
鉱
大
統

領
が
国
会
の
「
弾
劾
」
決
議
で
職
務
停

止
に
追
い
込
ま
れ
た
。
未
熟
な
政
治
手

腕
の
せ
い
だ
が
パ
反
米
姿
勢
に
米
韓
関

3月25日2004年(平成 16年)
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大
三
郎

(
毎
長
戦
)

係
が
ぎ
く
し
ゃ
く
し
て
も
い
た
。

イ
ラ
ク
戦
争
後
、
世
界
が
急
速
に
流

動
侶
し
て
い
る
。
テ
ロ
が
国
際
化
す
る

な
か
、
各
国
の
政
局
や
さ
ま
ざ
ま
な
事

件
が
連
動
し
、
ひ
と
筋
縄
で
は
解
貯
な

い
複
雑
な
様
相
を
み
せ
て
い
る
。

A
A
イ
ラ
ン
が
二
十
五
年
ぶ
り
に
エ
ジ

プ
ト
占
の
関
係
修
復
に
乗
り
出
し
た
口

廃
棄
を
宣
言
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
核
開
発

が
中
国
や
イ
ラ
ン
、
北
朝
鮮
と
つ
な
が

っ
て
い
た
事
実
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

イ
ラ
ク
戦
争
は
確
実
に
、
関
係
諸
国
の

力
学
を
変
化
さ
せ
つ
つ
あ
る
。

北
朝
鮮
も
追
い
詰
め
ち
れ
て
い
る
。

6
者
協
議
で
の
位
致
・
核
問
題
に
関
心

連
動
す
る

-
・
・
シ
リ
ア
も
長
年
対
立
し
て
き
た
ト
ル

コ
と
の
関
係
改
善
に
努
め
て
い
る
0

・

反
米
、
反
イ
ス
ラ
エ
ル
の
二
カ
国
が
、

反
対
の
極
に
あ
る
二
カ
国
と
の
関
係
強

化
に
乗
り
出
し
:
¥
中
東
の
域
内
関
係

が
新
た
な
調
整
段
階
に
入
っ
た
V
(立

山
論
文
)
。
リ
ビ
ア
が
大
量
破
壊
兵
器

。 「イラク戦争」の一年を読む一一開戦後三六六日の
歴史的 意味(立山良司フオーサイト 4月号

流動イじする中東の現況。国連の関与広がるイラク復興
・九六年以後一一総統選がつくってきた台湾独立世論
(若林正丈中央公論4月号

政治エリートを再編しナショナリズムに傾斜する毘意
.ブッシュのライバル達とイラク問題(渡部恒雄)

=論座4月号

超党派外交の伝統。イラク政策に大きな変化見込めず

・「世界無秩序J克服への道(ユルゲン・ハーパーマ
ス 世界4月号
米政権の国連軽視と国際法無視。市民への脅迫と洗脳

ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
・
:
台
湾

独
立
か
中
国
統
一
か
に
つ
い
て
の
重
心

が
・
・
・
台
湾
独
立
支
持
の
ほ
う
に
す
で
に

動
い
た
、
と
い
う
議
論
V
が
興
味
深
い
。

前
回
の
総
統
選
は
、
独
す
ア
統
一
が
伯

仲
す
る
な
か
、
国
民
党
陣
嘗
が
分
裂
し

た
の
で
陳
水
属
が
漁
夫
の
利
を
え
た
。

良司氏立山

ア

ロ
と
政
局

理
想
か
ら
逸
脱
す
る
米
国

日
本
は
戦
略
練
り
直
し
を

が
集
ま
っ
て
い
る
が
、
朝
鮮
半
島
は
む

し
ろ
台
湾
海
峡
と
連
動
す
る
、
と
中
西

論
文
が
指
摘
す
る
。
最
近
公
表
さ
れ
た

資
料
で
、
周
恩
来
が
A
第
七
艦
隊
を
派

遣
し
て
台
湾
V
の
武
力
解
放
を
阻
ん
だ

ア
メ
リ
カ
へ
の
A
対
抗
策
・:
が
朝
鮮
戦

争
へ
の
参
戦
で
あ
っ
た
V
と
、
ニ
ク
ソ

ン
大
統
領
に
の
べ
て
い
た
乙
と
が
明
ち

か
に
な
っ
た
。

6
者
協
議
を
仕
切
る
中

国
は
、
A
A
北
朝
鮮
の
グ
核
放
棄
グ
を
条

件
に
、
台
湾
問
題
で
の
日
米
の
譲
歩
を

迫
ろ
う
V
と
考
え
て
い
る
o
A問
題
を

自
ら
つ
く
り
出
し
て
は
・
・
・
解
決
に
協
力

す
る
ふ
り
を
し
て
・
・
・恩
を
売
る
と
い
う

戦
略
V
な
の
で
あ
る
(
中
西
輝
政
「
台

湾
は
日
本
の
生
命
線
だ
」

H
V
o
i
c

e
4月
号
)
。

台
湾
情
勢
に
つ
い
て
は
A
「
主
流
位

移
」
論
V
、
つ
ま
り
A
台
湾
の
ナ
シ
ョ

今
回
は
A
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ

ゴ
ア
ィ
問
題
で
:
・民
進
党
に
追
随
し
V

(
若
林
論
文
)
た
国
民
党
の
統
一
一
候
補

を
破
っ
た
わ
け
で
、
民
意
が
い
っ
そ
う

は
っ
き
り
し
た
。
同
時
に
初
の
「
住
民

投
票
」
も
実
施
、
独
立
を
問
う
投
票
が

い
つ
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
中

国
は
神
経
を
と
が
ら
せ
て
い
る
。

開
戦
か
ら
l
年
、
ア
メ
リ
カ
の
世
論

も
流
れ
が
変
わ
っ
て
き
た
。
民
主
党
の

ケ
リ
l
氏
が
予
備
選
を
制
し
、
ブ
ッ
シ

ュ
に
勝
て
る
候
補
と
し
て
登
場
し
た
o

A
支
持
率
の
下
落
傾
向
が
続
く
な
色
、

:
・
ケ
リ
l
に
対
応
す
る
た
め
、
ブ
ッ
シ

ュ
政
権
の
政
策
の
ベ
ク
ト
ル
が
、
ネ
オ

コ
ン
・
保
守
ラ
イ
ン
か
色
、
中
道
現
実

派
ラ
イ
ン
へ
シ
フ
ト
し
、
よ
り
国
際
協

調
的
な
ヌ
ッ
シ
ュ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と

い
う
と
と
も
、
考
え
ら
れ
V
る
(
渡
部

正文氏

論
文
)
。
だ
が
乙
の
秋
の
選
挙
結
果
は

予
断
を
許
さ
な
い
。
民
主
党
が
政
権
を

奪
回
す
る
可
能
性
も
高
い
。

大
量
破
壊
兵
器
は
み
つ
か
ら
ず
、
テ

ロ
も
収
ま
ち
ず
、
イ
ラ
ク
安
定
の
道
筋

も
見
え
な
い
。
民
主
党
政
権
の
誕
生
を

見
越
し
て
、
こ
れ
以
上
ブ
ッ
シ
ュ
政
権

に
協
力
す
べ
き
で
な
い
と
の
意
見
も
あ

る
。
だ
が
A
ア
メ
リ
カ
の
政
権
交
代
を

判
断
基
準
と
し
て
、
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク

派
遣
を
決
め
る
態
度
は
、
日
本
と
し
て

主
体
性
の
あ
る
も
の
で
は
な
い

V
(渡

部
論
文
)
だ
ろ
う
。

イ
ラ
ク
戦
争
を
き
っ
か
け
に
動
揺
が

広
が
っ
て
い
る
点
は
日
本
も
同
じ
だ
。

た
と
え
ば
、
憲
法
改
正
が
い
よ
い
よ
現

実
の
課
題
に
な
っ
て
き
た
o
A憲
法
改

正
は
当
然
な
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
た
と

え
憲
法
を
改
正
し
な
く
て
も
・
・
・
集
団
的

自
衛
権
を
行
使
で
き
る
。
:
・
内
閣
総
理

大
臣
が
「集
団
的
自
衛
権
を
仔
使
す
る
」

と
覚
悟
を
固
め
れ
ば
、
何
の
問
題
も
生

じ
な
い
V
(中
曽
根
康
弘
「
二
十
一
世

紀
の
国
防
戦
略
」

H
V
o
i
c
e
4月

号
)
。
日
米
同
盟
を
軸
に
す
る
安
全
保

障
の
大
枠
は
変
わ
ち
な
い
と
し
て
も
、

日
本
の
国
益
と
複
雑
な
国
際
社
会
の
動

静
を
十
分
に
踏
ま
え
た
、
長
期
戦
略
の

練
り
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

最
後
に
、
コ
ソ
ボ
紛
争
へ
の
介
入
に

賛
成
し
な
が
ら
、
今
回
ア
メ
リ
カ
の
ア

フ
ガ
ン
、
イ
ラ
ク
攻
撃
を
激
し
く
非
難

す
る
ド
イ
ツ
の
思
想
家
、
ユ
ル
ゲ
ン
・

ハ
l
パ
1
マ
ス
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ

1
に

注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。
入
国
際
主
義
か

ち
の
決
然
た
る
離
反
は
、
現
ブ
ッ
シ
ュ

政
権
に
特
有
の
も
の
だ
し
・
・
・
乙
れ
見
よ

が
し
の
国
連
軽
視
、
な
り
ふ
り
か
わ
ま

ぬ
国
際
法
無
視
は
ま
さ
に
こ
の
政
府
の

責
任
V
で
あ
る
。
現
実
の
ア
メ
リ
カ
が
、

ア
メ
リ
カ
本
来
の
理
想
か
ち
さ
え
逸
脱

し
始
め
た
な
ら
、
ほ
か
の
国
々
は
ど
う

行
動
す
れ
ば
よ
い
の
か
白
日
本
の
困
惑

と
責
任
は
大
き
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

若林


